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雇用期間 無期 無期 有期
労働時間 残業があるケースも 短時間勤務で働く人も 労働時間は決まっており、
定時に帰りやすい
業務内容 限定されていない 決まった業務が多い 決まった業務
転勤 あり 決められたエリア内 なし
給料 月給が多い 月給が多い 時給や月給
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限りなく労働生産性に見合った賃金制に変えるほかないのである。つまり、生涯賃金（労働費用）
は、今と同水準にしておいて、20 代～30 代の賃金は、今より高く設定（実際は、労働生産性に見


































　第 4 に、昔の日本的経営下においては、継続的・体系的な配置転換（Job Rotation）による企
業内教育訓練プログラムを根幹とする「組織内キャリア形成」であったため、激しい内部競争を
基本としながら、（c）40 歳定年制の第 2 ステージで期待しようとする、能力発揮の連鎖がうまく
機能していたのである。しかし、近年、正規と非正規のアンバランスの拡大と中間管理職の劣化
および組織内キャリア形成システムの変容によって、スキルや知の連鎖メカニズムが効かなく
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